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神奈川県横浜市南部に分布する上総層群小柴層の古流向
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Abstract

　　　　　　Paleocurrents　and　sedimentation　of　the　Koshiba　Formation（earliest　Pleistocene）are

discussedinthispaper・based・早thedipdirecti・ns・fdiag・nalbedding・

　　　　　TheformationextendsintheWNWdirectionfromShiba－machiinthesouthempartof

Yokohama　Cityラpassing　through　Ridorizawa－cho，Mt。Enkai，Usuki　and　I坦ma－cho　in

Yokohama　City．

　　　　　　The　fbrmation，which，generally　speakin＄，tends　to　decrease　its　thickness　gradually　in

乱ccordance　with　going　westward，shows　rem批rkable　lateral　change　in　its　sedimentary魚cies．

Therefbre　it　can　be　divided　into　t五ree　parts：eastern，middle　and　westem　ones．The　eastern　part

consists　ofcoarse　sand　layers　bearing　a　great　deal　ofshe11£ragments，we11－romded　gr＆nules　to

pebbles　and　scoria　and　pumice　of2to40mm　in　diameter。The　diagonal　bedding　is　commonly

observed　in　the　sand　layers　ofthis　part．The　middlepart　is　composed　ofmedium．grained　sand

layers．Shell　fragments　and　pebbles　are　remarkably　smaller　in　their　quantity　and　size。Further－

more　scori乱αnd　pumice　over2mm　in　diameter　are　rare，The　diagonal　bedding　in　this　part　is

less　conspicuQus　than　that　in　the　e＆stem　part。The　westem　p躍t　is　mainly　composcd．ofmassive

fine　sand　layers＆ccomp翫nied　by　some、thin　gravel　beds，The　diagonal　bedding　can　not　be　seen’

at　all　there．

187points　ofdiagonalbeddingweremeasured　at60utcrops　in　thefield・Amongthem，105points

at30utcrops　are　located　in　the　eastem　part，and　the　rest　in　the　middle　one．The　dip　directions

ofdiagonal　bedding　are　SW－NE　in　the　eastem　part，whiIe　they　are　SSW－NNE　in　the　middIe

one。

　　　　　　At　the　time　of　deposition　of　the　formation，the　majority　of　the　clastic　materials　were

trαnsported　from　Tanzawa，王｛akone，Izu　and　their　vicinity　through　a　channel　which　had

exsisted　between　Tanzawa　massif　and　I｛ayam＆一Mineoka　elevated　zone．And　the　sandstone

layers　were　formed　owing　to　the　current，which　energy　gradually　became　weak　after　having

passed　the　channel．

　　　　　　Itseems　that　thevelocityofthe　currentwhich　causedsand　Iayersw＆s　comparativelyrapid

in　the　ea’stern　part　of　the　depositional　area，and　comparatively　slow　in　accordance　with　going

westward。

ま　え　力璽　き

神奈川県横浜市南部から三浦半島にかけて，上総層群

　＊地　質　部
＊＊埼玉大学教育学部地学教室

＊＊＊埼玉県大宮市立馬宮中学校

とよばれる鮮新一更新世の海成層が分布する．本層群

は，三梨（1973）によって，下位より，浦郷層，野島

層，大船層，小柴層，中里層のおよび浜層の6層に区分

されている（第1表）。

　　本研究で扱った小柴層は，上下とも整合に泥岩相と接
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第1表
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上

総

懸

群

上総層群の層序（三梨，1973の第4図に基

づく）

相　　模　　層　　群

浜 爆

不整合

中　　里　　層

小　　柴　　麟

第

四

系

大　　船　　灘

野　　鰯　　層

第

系

浦　　郷　　灘

三　　浦　　麟　　群

不整合

する砂質堆積相で，全体として北にゆるく傾く単斜構造

をもちながら，東京湾岸の金沢区柴町から西北西方向に

約11kmにわたって分布する（第1図）．

　上総層群は，南関東の地質構造発達史を解明する上で

とくに重要な位置を占め，従来より，その時代区分・堆

積機構・堆積環境，さらには古地理等について種々の論

議がなされてきた．しかし，古流系という立場から論じ

た研究は少なく，わずかに上総層群の模式地である房総

半島において，平山・鈴木（1968）が大田代層を対象に

ソール・マークを，新井（1969）が市宿層を対象に斜層

理をそれぞれ解析したにすぎず，三浦地区においては，

筆者らによる概報（長沼・新井・蟹江・長浜，1973；長

浜・新井・長沼，1973）が発表されているだけである．

筆者らはこの小論において，斜層理の解析を基礎に小

柴層の古流向を報告し，これに既存の諸資料を加えて，

小柴層の堆積について若干の考察を行なう．

本研究を進めるにあたり，地質調査所三梨昂・垣見俊

弘・滝沢文教・木村政昭の各技官，横須賀市博物館学芸

員蟹江康光氏，駒沢大学長田敏明氏には貴重な御指摘・

御討論をいただいた．とくに三梨技官は，未発表の小柴

層分布図の掲載を快諾して下さった．また，埼玉大学堆

積学ゼミナールの諸氏には，現地で有益な御意見をいた

だいた．これらの方々に厚く御礼申し上げる．

1．　小柴層の地質概説

　1．1従来の研究

横浜市南部から三浦半島にかけての地域の地質学的研

究は，戦後急速に進展した．したがって文献の数も多

く，内容も多岐にわたるが，ここでは，小柴層に関する

記述のみを引用する．

鈴木・北崎（1951）は，横浜一逗子一片瀬地方の新生
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第1図 小柴層の分布図（三梨，1968．未発表資料による）

懸印は斜層理測定地点
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神奈川県横浜市南蔀に分布する上総層群小柴層の古流向（長浜春夫・新井重主・長沼幸男）

代有孔虫群の研究を行ない，その中で，r小柴層は岩相

の変化が激しく，化石群もこれに相応して激しく変化す

る」が，「模式地付近の小柴層は・E砂h観襯囲吻窺や

Pl観鳩槻ω％61」6r鋤4のほかに，C伽6∫465属や（42ng鉱6」・一

6詔紹属を多く含む」と報告した．岩相の変化について

は，東京湾岸に近い東部では，r特徴のある貝化石群を

含み，火山性の物質に富む砂礫岩層」であるが，西方で

はr粒の大きさも地層の厚さもずっとへってくる」と述

べ，r小柴層で代表される時代の海況は，古地理学的興

味の深いものです」と結んでいる．

　樋口（1956）は，上総層群中の大船層・小柴層・中里

層，相模層群中の長沼層・屏風ケ浦層の計5層でそれぞ

れ有孔虫化石を採集し，各層の優勢種を記載するととも

に，堆積環境を推定した．樋口はとくにr小柴麟の異常

な性格に注目」して岩相の変化と化石群の組成との関係

を詳述し，結論として，r小柴層は下部においては一様

に大船層と同様な深い海に堆積を始めたが，その時期は

火山活動が激しく基盤は不安定で，堆積の途中において

浅海化した時期もあり，また場所により堆積条件を異に

し，要するに大船・中里の安定した堆積時期の間のエピ

ソード的な存在である」と述ぺている．

　樋口と時を同じくして，赤嶺ほか8名（1956）によっ

て，三浦半島全域から横浜市南部にかけての総括的論文

が発表された．小柴層については，「小柴海岸から京浜

急行電鉄線路脇の露頭にかけては，クロス・ラミナのい

ちじるしい，スコリアおよび礫をふくむ凝灰質粗粒砂岩

が発達」し，r軟体動物や腕足類などの化石を多数ふく

むが」，r西方の鍛治ケ谷・和田方面では，凝灰質の度を

いちじるしく減じ，かつ，砂も細粒となり，クロス・ラ

ミナおよび特徴的な化石もなくなる」と記載している．

　また，小池・成瀬（1957）は，小柴層はrクロスラミ

ナがいちじるしい」ことやr重鉱物の占める割合が大き

い」ことなどを認めたが，小柴層の堆積には触れず，主

体は房総・三浦の対比を論じている．

　同年，小池（1957）は，r構造発達史の規則性と段階

性とに重点」を置いた南関東の新生代地史を発表した・

これによれば，中新世中期以降現在までの地層の積成

は，すぺて「丹沢一嶺岡帯の造山的隆起」を中心とする

丹沢造山の規制の中で行なわれたとされている．なお，

小池の古地理図を，現在明らかにされている層序学的資

料をも考慮して判読すると，おおむね小柴層堆積時に

は，葉山・嶺岡の隆起帯は，丹沢山塊と陸続きではな

く，狭い海域を隔てて向かい合っていたと考えられる．

　その後，小柴層に触れた文献としては，青木（1964），

湊・井尻（1966），三梨（1968b）などがあげられるが，

いずれも主として房総・三浦両半島の対比や，鮮新一更

新両世の境界問題を論じている．

　最近では，筆者らによる古流向の概報（長浜・新井・

長沼，1973）や，minor　slump　structureの報告（長沼，

1973）がある．

　1．2　層序的位置。時代

　前述のように，三浦半島およびその周辺の地質を最初

に総括したのは，赤嶺ほか8名（1956）である．赤嶺ら

は，三崎累層・鎌倉累層・金沢累層からなる一連の累層

を三浦層群とし，各累層の境は，いずれも整合とみなし

た．しかし，その後の調査研究により，現在では三梨・

矢崎（1968）に代表的に示されているように，赤嶺らの

三崎・鎌倉両累層を合わせて三浦層群，金沢累層につい

ては上総層群とそれぞれ改められている・したがって・

浦郷層の基底は，房総半島の黒滝不整合に相当する・

第2表・三浦一房総の対比

下
　90m

中里騒

小柴層 ！

！

／
1

長　南　層

柿ノ木台層

市宿層 〃　￥〃￥！7、〃寒〃、〃

　国本層

控lll仁r灘』11辻
027 “〃、〃へ〃、〃

大船麟 黄和田層

陶一「

　　約1，400m

　　〔三　浦〕　　　　　　　〔房　　総〕

三梨ほか9名（1962）・三梨（1968bおよび1968未発表）よりコンパイル
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　小柴層は，下位の大船層を整合に覆い，上位の中里層

に整合に覆われる（第1表）．本層は，三梨（1968b）に

よって，房総半島中・東部の大田代層中・上部，梅ケ瀬

層，国本層，柿ノ木台層中・下部に対比されている．一

方，三梨ほか9名（1962）の層序断面図によれば，新井

（1969）が斜層理を解析した房総半島西部の市宿層は，

少なくとも梅ケ瀬層上部，国本層，柿ノ木台層中・下部

と同層準の関係にあるものと判断される．これらの対比

は，小柴層が，すでに古流向の明らかにされている房総

半島の大田代層や市宿層と，一部が同時期に堆積したも

のであることを示しており，このことは，本研究の結果

を比較する上にも，また三浦・房総両半島の堆積を考え

る上にもきわめて興味深い基礎資料となる．

　本層の時代にっいては，すでに，鮮新一更新両世の境

界問題の中で種々論じられてきたが，現在では更新世最

下部，すなわち第四紀の基底とすることで大方の見解は

一致している（第四紀総合研究会，1969）．

　1．3　分布・岩相

　本層は，第1図に示すように，金沢区柴町の海岸から

西北西方向に，氷取沢，円海山，鎌倉市鍛治ケ谷町を通

って飯島町付近までの約11kmにわたって分布する．層

厚は，赤嶺ほか（1956）によれば90mとされているが，

全体として西方に向かうほど薄くなる傾向があり，東海

道線の西方（ほぼ大船駅の北方）では尖滅している．

　本層は，すでに多くの研究者が指摘しているように，

東西方向の岩相変化が激しく，この岩相変化の特徴は，

本研究の直接の対象である斜層理にもっとも端的にあら

われている．すなわち，氷取沢以東の東部地域では，ほ

ぼ全域にわたって斜層理が発達し，砂層はよく円磨され

た細～中礫，貝殻破片，砂鉄，それにあずき大～米粒大

のスコリア・パミス等を多量に含む粗粒砂よりなる．斜

層理の葉理面は，多くの場合，これらスコリア・パミス

・砂鉄・礫および貝殻破片の配列によって形成されてい

る．しかし，中部地域（円海山～鍛治ケ谷町）では，斜

層理の発達は衰え，砂粒も著しく細粒化する．また礫や

貝殻破片は明らかにその量と大きさを減じ，全く認めら

れないことさえある．西部地域の飯島町付近では，もは

や斜層理は見られず，まれに厚さ20cm以下の薄い礫

層のレンズや保存の悪い二枚貝の化石を産するほかは，

ほとんど無層理の細粒砂（雲母片が多い）によって占め

られている．

　本層に含まれている礫の種類には（中および古生層起

源の）チャート・砂岩・粘板岩・頁岩などの堆積岩類，

ハンレイ岩・流紋岩・安山岩・玄武岩・花嵐質岩などの

火成岩類，ならびに由来のはっきりしない石英岩・玉髄

・メノウ・緑簾岩などが認められる．これらの礫の大半

は円磨度0．5以上で，扁平なものも多い．

　なお，本層は，富岡向斜によって北方の横浜市磯子区

・中区・西区付近に再び露出し，すでに神奈川県（1955）

や伊田・三梨・影山（1961）らによる層序学的研究がな

されている．伊田らの研究結果によれば，そこでは乱堆

積砂質岩，泥質砂岩，砂質泥岩および砂泥互層からなる

とされており，下半部は上星川層，上半部は橘樹層とよ

ばれている．

2．斜層理の測定結果

　上述のように，本層には西部地域を除いて斜層理の発

達を見ることができる．斜層理の大半は，葉理面が一方

方向に傾斜する平面型（長浜，1965）で，他には谷型が

9セット注1）観察されたにすぎない．このため，本研究

は平面型のみを対象とした．

　斜層理の解析を行なった地点は，第1図に示すよう

に，柴町・谷津町・氷取沢町・円海山・臼杵および鍛治

ケ谷町の6カ所で，測定総数は187セットである、この

うち，前3者が東部地域，後3者が中部地域に属する。

この6地点の層位的位置関係は十分明らかでないが，い
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斜層理の最大傾斜角頻度分布図

注1）氷取沢町で2，臼杵で3（plate　I5），鍛治ケ谷町で4セット．な

　　お臼杵で測定した結果では，平面型と谷型のそれぞれが示す古流

　　向は，ほぼ同一方向である．
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ずれも，概略，小柴層の中～上部に位置する．

　2．1性　　質

　第2図は，6地点におけるそれぞれの斜層理の最大傾

斜角の頻度分布を示したものである．この図より，東部

地域と中部地域との違いを知ることができる，すなわ

ち，東部地域に属する柴町・谷津町・氷取沢町では，い

ずれも15一・20Qにヒ。一クがみられ，20～25。がこれに次ぐ

のに対して，中部地域に属する円海山・臼杵・鍛治ケ谷

町では，多少のばらつきはあるが，大局的にはmaximum

は20～30。に認められる．この事実は，斜層理の最大傾

斜角は，東部地域において比較的ゆるく，中部地域にお

いて急になることを示している．

　粒度組成は，既述のように，東西方向で大きく異なる．

東部地域の柴町・谷津町・氷取沢町の3地点は，粗粒砂に

よって構成され，しかもgranule～pebbleサイズの円礫

や貝殻破片等の粗粒砕屑物を多量に含むほか，長径2～

40mmの種々の大きさのスコリア・パミスを著しく包有

する、中部地域の円海山・臼杵・鍛治ケ谷町の3地点

は，主として中粒砂よりなり，礫や貝殻破片はその量と

大きさを著しく減じ，同時に長径2mm以上のスコリア

やパミスはきわめてまれになる．要するに，粒度組成

は，中部地域に比ぺて東部地域の方がより粗いという事

実を示す．

　第3図は，斜層理のセットの厚さの頻度分布を各地点

ごとに示したものである。この図を見る限り，とくに目

立つような事実は認められないが，東部地域の柴町や氷

取沢町では，20ε職以下の比較的薄い範囲のものがきわ

めて高い頻度を占めていることがわかる．また，中部地

域に属する円海山・臼杵・鍛治ケ谷町の3地点のうち，

もっとも東方に位置する円海山でも，比較的薄い10～20

cmの範囲に最大集中がみられる．

　2．2最大傾斜方向（古流向）

　平面型斜層理の最大傾斜方向は，その地点における砕

屑物の主運搬方向をあらわすといわれている。つぎに，

各地点の最大傾斜方向を東部地域と中部地域とに分けて

記述する．

　東部地域
柴町　測定数40．測定地点は海岸の海食崖で，この地点

における主層理はN70。W・12QNEである．斜層理の最

大傾斜方向は、第4図に示すように，N25～45。Eの範

囲に最大集中がみられ，N5～25。Eがこれに次ぐ．した

がって，この地点における主流向は，N30。E方向と判

断される（platel1）．

谷津町　測定数39。測定地点は，京浜急行谷津坂駅の南
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斑　　〃右き
個

　　　　　　IO5個　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　82個
　東部地域　　全測定数　　　　　　　　　　　　　　　　中部地域　　　全測定数

第4図　斜層理の最大傾斜方向頻度分布図（currentrosediagram）

西800m付近に造成された片笛団地の最北端に位置す

る．この地点における主層理はN76。W・19NEである．

斜層理の最大傾斜方向は，N65～85。Eの範囲のものが

最も多数で，全体の33％を占め，次いでN85～105。E，

N45～65。Eの順で続く。以上の値から判断すると，こ

の地点における平均流向は，N75。E方向である（plate
l2）．

氷取沢町　測定数26．測定地点は，笹下川上流の砂採集

場である．この地点における主層理はN75QW・21QNE

である．斜層理の最大傾斜方向は，N5～25QEの範囲の

ものが全体の31％を占めて首位，続いてN65～85QEの

範囲のものが27％を占める。したがって，第4図からも

わかるように，current　r・se　diagramsの集中性はそれほ

ど高くはないが，頻度の比較的高い数値から判断すれ

ば，この地点における平均流向は，N45。E方向である

（plate13）．

　以上，東部地域3地点の全測定資料を累計すると，第

4図に示すように，頻度はN65～85。E，N5～25。E，

N25～45。Eの順で続き，それぞれ22％，20％，15％を

占める．このことと，全測定の大半がN～Eの範ちゅう

に含まれる事実を考慮すると，東部地域における平均主

流向は，N45。E方向と判断される，

　　中部地域

円海山　測定数20．測定地点は，円海山東麓の登山道際
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にあり，ここは，ちょうど京浜東北線洋光台駅の2km

南方にあたる．この地点におりる主層理の走向・傾斜は

N69。W・14QNEである．斜層理の最大傾斜方向は，N

45～65。Eの範囲のものが最も優勢で全体の30％を占め，

以下N25～45QE，N5～25QEの順で続く．これらの値

を総合すると，この地点における平均流向は，N45。E

方向と判断される．

臼杵　測定数32．測定地点は横浜市目野町臼杵と上郷町

上野の境に位置し，先に筆者らの一人長沼（1973）が，

min・r　slumP　structure（Plate14）を報告した露頭である．

この地点における主層理はN58。W・17。NEである．斜

層理の最大傾斜方向は，Nl5QW～N5。Eの範囲のもの

が全体の31％を占めて最も多く，次いでN5～251Eが28

％，N25～45。Eが16％で続く．全体としてデータの集

中性は高く，この地点における主流向は，N5。E方向と

思われる（plate14）．

鍛治ケ谷町　測定数30．測定地点は，京浜急行金沢八景

駅方面と国鉄大船駅方面とを東西に結ぶ県道沿いにある

砂採集場である．この地点における主層理はN76GW・

7。N　Eである．斜層理の最大傾斜方向は，N5～25。Eと

N25～45。Eの範囲のものがともに全体の33％ずつを占

めて，最も高い頻度を示す．したがって，この両者で全

測定数の66％を占めることになるが，S－Nというデー

タも考慮して・この地点における平均流向をN20。E方

向と判断する．

　以上，中部地域3地点を総計すると，第4図に示すよ

うに，N5～25QEの範囲のものをピークにきわめて高い

集中性をみせる．この事実より，中部地域における平均

主流向は，N15。E方向と判断される．

3．考　　察

　本項では，斜層理の解析結果ならびに他の地質学的諸

事実に基づいて，小柴層の堆積に関する考察を行なう．

　斜層理の解析の結果，吉流向は，東部地域では北東方

向，中部地域では北北東方向である（第5図）．この事実

は，小柴層を構成する砕屑物の供給源が堆積盆の南方に

存在していたことを予想させる，

　上総層群の堆積時に，その南に葉山一嶺岡の隆起帯が

海面上に浮かび上がってV・た（三梨，1968a・1973；新

井，1969）ことは，その意味で注目に値するが，同時

に，小柴層の堆積期には，この隆起帯は，北側すなわち

小柴層の堆積盆であるいわゆる関東造盆地と，南側の外

洋（現在の相模湾の方向）とを完全に隔絶するものでは

なかったことを考慮しなければならない．すなわち，す

でに述べたように，小池（1957）の古地理図によれば，

おおむね小柴層の堆積期には，葉山一嶺岡の隆起帯と丹

沢山塊とは陸続きでなく，狭い海域を隔てて向かい合っ

ている。

　本層の構成物質をみると，とくに特徴的なのは，東部

地域の砂層中に多量のパミス・スコリアおよび小円礫が

混在していることである．パミス・スコリアは，その産

状からみて，小柴層の堆積盆に降下したものではなく，

明らかに他所からの運搬によるものであり，しかもこれ

らが円礫と混在して斜層理を形成している事実は，パミ

ス・スコリアピ礫のいずれの砕屑物質もほぼ同一の運搬

過程を経てきたことを示している。しかし，礫種（中生

層および古生層起源り砂岩・粘板岩・チャート・頁岩，

ハンレイ岩，流紋岩，安山岩，玄武岩，花闘質岩，石英

岩，玉髄，メノウ，緑簾岩など）の構成から考えると，

これらの物質の主供給源を葉山一嶺岡隆起帯に求めるこ

とはむずかしい．

　三梨（1968b）は，葉山一嶺岡隆起帯が本格的な隆起

帯に転化したのは上部更新世（小柴層は下部更新世）か

らであると述べていることから，この隆起帯が小柴層の

堆積盆にある程度の砕屑物の供給を行なったにせよ，決

定的な役割は果たさなかったものと判断される（小柴層

第5図

千　誰　ノ）．
0穐廼灘瞭糎蜘タ　・
←醐ヰ＿部地域＿餐諏　満
　　　　　　1　　←東部地域一敏一

ぴ
，
＿

斜層理が示す古流向（小柴層の分布は三梨，1968未発表資料による）
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と一部が同時期堆積の房総半島市宿層も，この隆起帯の

すぐ北方に堆積したが，砕屑物は外来性とされている

（新井，1969））．そして三梨（1968a，b）は，この葉

山一嶺岡隆起帯のさらに南方に隆起の中心を考え，木村

（1971）は三梨の意見を踏まえた上で，その隆起の中心

を伊豆半島付近としていることから，多量のパミス・ス

コリアをはじめ，砕屑物の大半は，伊豆半島付近の隆起

域からもたらされたものと思われる．

　しかし，先に記した礫種から考えると，砕屑物は伊豆

半島のみからでなく，広く箱根丹沢周辺からももたらさ

れた可能性が強い．丹沢から箱根・伊豆にかけての地域

は，いわゆるグリーンタフ地域に属し，ここには，安山

岩，流紋岩，ハンレイ岩，玄武岩など，小柴層中にみい

だされる礫と同種の岩体・岩脈が分布する．また，この

地域には先第三系の古期岩類のチャートや砂岩は露出し

ていないが，グリーンタフ造山のモラッセ相とみなされ

ている中新世後期の足柄層には，安山岩，流紋岩，ハン

レイ岩，玄武岩のほかに，丹沢北方の中・古生界より由

来したと考えられるチャート，砂岩の礫が，L6～25．3

％の組成で含まれており（伊東・青木，1968），このこと

は，関東山地から南流する古河川の作用にしろ，あるい

は足柄層などからの再堆積にしろ，小柴層にこれらの先

第三系古期岩類が十分供給され得ることを示している．

おそらく砕屑物は，海浜漂流や沿岸流のはたらきによっ

て，伊豆一箱根一丹沢南部の海岸を横方向に運ばれ，小

柴層の堆積盆に到達したのであろう．

　なお，本層の東部は，斜層理の著しい発達によって特

徴づけられているにもかかわらず，底棲有孔虫化石によ

る研究では，一時期浅海化はしたが一般には泥岩相より

なる大船層と大差のない（樋口，1956），あるいは縁の近

い（赤嶺ほか7名，1950）深海の環境を指示していると

されている．このことは，有孔虫化石が外洋性のもので

あり，かつ，だいたい暖流系種で特徴づけられている

（青木，1964）事実とも考え合わせると，砕屑物の大半

が，葉山一嶺岡隆起帯のさらに南方の公海から流入した

ことを暗示しており，上述の解釈と矛盾しない．

　こうして，伊豆一箱根一丹沢南部を北方向に運ばれた

砕屑物は，丹沢山塊と葉山一嶺岡隆起帯の間の古海峡を

通って小柴層の堆積盆に到達したが，おそらく海峡通過

時には，掃流状態になったものと推察される．東部地域

の斜層理セット内に多量の貝殻破片が，円礫などととも

に混在している事実はこのことをよく示している。

　そして一般に知られているように，海峡通過による掃

流作用の影響は遠くまでおよばないので，海峡を通過し

た運搬流は，小柴層の堆積盆にはいって徐々に速度を減

じ，同時に砂層を堆積・成長させていったものと思われ

る．しかし，岩相，すなわち東部地域においてもっとも

粗粒物質が卓越し，中部，西部と西方に向かうにつれて

順次細粒化する事実からみて，堆積環境，とりわけ流速

は一様であったとは思われない．おそらく，東部地域は

海峡中央部の北東延長にあったため，減速したとはい

え，比較的速い流れのもとで堆積がなされ，海峡中央部

延長から離れる西方ほど，遅い流れのもとで堆積がなさ

れたのであろう注2）．斜層理のセットの厚さが，東部地

域の柴町や氷取沢町，中部地域の中でももっとも東方に

位置する円海山などで，20cm以下の薄V・範囲の部分に

集中しているのも，このような流速の速さと，それによ

る海底浸食を反映しているのかもしれない．

　なお，現在結論を出すに至っていないが，東西方向に

おける堆積環境の変化という点で，西方に向かうほど斜

層理の発達が乏しくなることや，斜層理の最大傾斜角注3）

が東部地域と中部地域とでは異なるということなども十

分考慮する必要があろう．

勿

耀．
％

葉山

東巻

瞬
房総半島

／嶺岡

伊豆半島

　　〃o　＿＿．
　　　　　　　　　　　　　【二二〉　推定される供給方向
　　　　　の　　　　の　　　の　　さの　ゆ

　　　　　一一一一一　　　⑫擬され砧麟

第6図　小柴層堆積時における三浦半島周辺の古地

　　　理と古流向

注2）小柴層の東方に位置する房総半島の市宿層は，岩相上，本層の東

　　部地域によく似ているが・全般的に，本層の東部地域よりは細粒

　　化している．すなわち・砂粒は・一部の粗粒砂を除いて，ほとん

　　ど中粒砂よりなり・まれに泥岩薄層を挾む．礫の混入は少なく・

　　場所（層準）によっては全く認められない．貝殼破片も礫と同様

　　普遍的にみられるわけではなく・ところどころに産出する程度で

　　ある．パミス・スコリアは，比較的よく認められるが，これも場

　　所によっては，ほとんど認められないことがある。

注3）既述のように・東部地域と中部地域では・前者においてより緩傾

　　斜であるが・この事実の解釈には・流速や堆積物の粒度のほか

　　に，dept虹一ratioや海底面の勾配，掃流荷重に対する浮遊荷重の

　　割合なども密接に関係する．なお，海底面の勾配について・赤嶺

　　ほか（1956）は「地層の傾斜は分布地域の東部の粗粒部では急だ

　　が，西部の細粒部ではずっとゆるい」とし，「このような傾斜角

　　の差異は，各層の原始傾斜角（original　dip）の差異に・第一義的

　　に規定されている」と述べてV・る．

22一（230）



神奈川県横浜市南部に分布する上総層群小柴層の古流向（長浜春夫・新井重三・長沼幸男）

一方，本地域の北方に分布する小柴層相当層，すなわ

ち上星川層・橘樹層が，小柴層よりもさらに細粒の泥質

砂岩や砂質泥岩ならびに砂泥互層などからなる事実は，

流れが北方に向かうにっれてさらに減速したことを示し

ている．

以上述べた事実や解釈，ならびに成瀬（1954），小池

（1957），房総団研グループ（1964），新井（1969），蟹江

（1970），木村（1971），長浜・新井・長沼（1973），三梨

（1973）らによる既存わ諸資料より，小柴層堆積時にお

ける三浦半島周辺の古地理と古流向は，第6図のように

示される．

4，ま　と　め

　今回の調査結果から，つぎの諸点について結論を得る

にいたった．

　1）小柴層は，構成砂の粒度，砂粒以外の砕屑物質の

量と大きさ，斜層理の発達の程度などの違いから，東部

地域（氷取沢以東）・中部地域（円海山～鍛治ケ谷町）

および西部地域（飯島町付近）に分けられる．

2）斜層理は，東部地域においてその発達がもっとも

著しく，中部地域では衰え，西部地域では全く認められ

ない．

3）斜層理の最大傾斜方向から求めた古流向は，東部

地域で北東方向，中部地域で北北東方向である，

4）古流向の解厨，砕屑物質（礫種など），古地理学的

考察等を総合すると，小柴層を構成する砕屑物の大半

は，丹沢・箱根・伊豆一帯から供給され，丹沢山塊と葉

山一嶺岡の隆起帯の間に存在していた狭い海域を通って

小柴層D堆積盆に到達したものと考えられる．砕屑物

は，東部地域では比較的速い流れのもとで堆積し，西方

に向かうほど遅い流れのもとで堆積したと推定される．
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